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北
海
道
地
震

に
よ
る
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
を
聞

き
、
改
め
て
大

規
模
停
電
対
策
の
必
要
を
感

じ
た
。
停
電
に
よ
り
、
設
備

等
が
機
能
せ
ず
、
命
や
暮
ら

し
が
危
機
に
陥
る
。

　

発
電
所
の
設
置
は
電
気
事

業
法
に
基
づ
い
て
経
済
産
業

省
が
所
管
し
て
い
る
が
、
政

府
は
危
機
管
理
面
か
ら
電
力

会
社
の
事
業
計
画
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
の
か
。
自
然
災

害
は
止
め
ら
れ
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
備
え
が
重
要
で
は
な

い
か
。

　

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し

て
原
発
が
必
要
と
の
声
も
あ

る
。
し
か
し
、
地
震
等
の
災

害
に
原
発
が
弱
い
の
は
福
島

で
経
験
済
み
だ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
事
故
に
よ

る
汚
染
物
質
の
流
出
や
廃
炉

費
用
な
ど
も
含
め
て
原
子
力

発
電
は
、
極
め
て
危
険
か
つ

高
コ
ス
ト
で
、
国
民
に
過
大

な
負
担
を
負
わ
せ
て
い
る
。

も
ん
じ
ゅ
の
廃
炉
な
ど
、
使

用
済
み
核
燃
料
の
処
分
も
全

く
見
通
し
が
立
た
な
い
。

　

既
に
我
々
は
、
す
べ
て
の

原
発
が
停
止
し
た
期
間
を
経

験
し
て
い
る
。
原
発
ゼ
ロ
は

可
能
で
あ
る
。
季
節
は
雷
乃

収
声
を
過
ぎ
た
。
そ
ろ
そ
ろ

原
発
に
固
執
す
る
政
策
を
見

直
す
時
期
だ
。 

（
Ｙ
）

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

予
防
行
動
促
す
制
度
を

　

予
防
を
進
め
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
歯
科
医
療
従
事

者
も
含
め
た
国
民
の
行
動
変

容
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
日
本
で
は
、
８
０
２

０
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
啓

蒙
活
動
や
、
健
康
増
進
に
か

か
る
条
例
や
法
律
、
企
業
の

ク
ー
ポ
ン
交
付
な
ど
の
経
済

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
は
11
月
11

日
に
市
民
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
回
の
市
民
講
座
は
、
最

近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
話
題

の
「
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（
上
下
の
歯
を

接
触
さ
せ
続
け
る
癖
）」
を

取
り
上
げ
ま
す
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪

連
絡
会
」
が
昨
年
11
月
に
開
催
し
た

市
民
講
座
「
健
康
長
寿
の
鍵
は

〝
口
〞
に
あ
り
」（
岩
佐
康
行
氏
・

原
土
井
病
院
歯
科
摂
食
栄
養
支
援
部

長
）
の
冊
子
が
出
来
ま
し
た
。
市
民

講
座
の
冊
子
は
、
待
合
室
な
ど
で
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
１
冊
１
０
０
円

で
追
加
注
文
を
承
っ
て
い
ま
す
。
ご

注
文
は
協
会
事
務
局
ま
で
。

　

講
師
は
、
こ
の
分
野
の
専

門
家
で
あ
り
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
非
常
勤
講
師
を
務
め

ら
れ
て
い
る
木
野
顎
関
節
研

究
所
の
木
野
孔
司
氏
を
招
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｈ
は
、
顎
関
節
症
の

最
大
の
病
因
で
あ
る
と
と
も

に
肩
こ
り
な
ど
の
不
定
愁
訴

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

木
野
氏
に
は
、
高
齢
に
な

っ
て
も
自
分
の
歯
を
健
康
に

保
つ
た
め
、
歯
周
病
の
悪
化

防
止
に
Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
大
切
で
あ
る
こ
と

や
、
そ
の
是
正
方
法
な
ど
を

含
め
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
会
員

や
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
患

者
さ
ん
な
ど
、
お
気
軽
に
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

げ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
効

果
に
濃
淡
が
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
がNudge

で
す
。Nudge

と
は
、
行
動
経
済
学
の
手
法

で
人
を
無
意
識
に
特
定
の
行

動
へ
と
導
く
働
き
か
け
を
指

療
制
度
は
、
キ
ャ
ピ
テ
ー
シ

ョ
ン
モ
デ
ル
（
一
人
当
た
り

の
年
間
医
療
費
を
固
定
す
る

包
括
支
払
い
制
度
）
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
同
制
度
で

は
、
患
者
を
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
基
づ
き
10
段
階
に

分
け
、
そ
の
分
類
ご
と
に
診

れ
に
よ
っ
て
患
者
の
健
康
感

が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
は
自
ら
の
疾

病
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ

と
が
自
身
の
医
療
費
負
担
の

低
下
に
繋
が
る
た
め
、
自
ら

健
康
増
進
に
努
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
経
済
的
報
酬

健
康
の
決
定
要
因

　

疾
病
の
原
因
を
追
究
し
て

い
く
と
そ
の
背
景
に
は
社
会

的
な
要
因
が
見
え
て
き
ま

す
。
健
康
は
、
年
齢
や
性

別
、
遺
伝
の
よ
う
な
個
人
に

よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
住

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用

い
た
推
進
施
策
な
ど
に
よ
っ

て
公
的
介
入

を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
一
定

の
成
果
を
あ

を
置
い
た
制

度
設
計
が
な

さ
れ
て
い
ま

す
。

が
、
患
者
の
予
防
行
動
を
促

進
す
る
の
で
す
。
予
防
行
動

の
促
進
は
患
者
を
歯
科
医
院

へ
向
か
わ
せ
、
歯
科
医
院
は

患
者
の
求
め
に
応
じ
て
予
防

的
ケ
ア
を
優
先
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
国

民
の
予
防
行
動
促
進
に
重
点

環
境
や
地
域
の
状
況
、
さ
ら

に
は
文
化
、
社
会
制
度
と
い

っ
た
社
会
の
あ
り
様
も
そ
の

決
定
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
社
会
経
済
的
な
格
差
が

健
康
格
差
に
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
人
を
病
に
陥
れ
る
社

会
的
要
因
を
排
除
し
て
い
く

た
め
に
は
、
制
度
や
仕
組
み

に
よ
る
下
支
え
が
必
要
で

す
。
社
会
一
丸
と
な
っ
て
全

体
の
健
康
と
幸
福
を
追
求
す

る
。
歯
科
先
進
国
・
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の

モ
デ
ル
と
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

 

（
お
わ
り
）

し
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
予
防
歯
科
施
策
と
し
て

Nudge

を
組
み
込
み
、
患
者

に
自
発
的
な
予
防
行
動
を
促

し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ピ
テ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歯
科
医

察
料
や
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
処
置
の
内
容
や
受
診
間

隔
ま
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

歯
科
医
院
で
は
、
患
者
に

対
し
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
徹
底
し
、
患
者
が
抱
え

る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
と
個
人
別
の
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
践
し
ま
す
。
こ

摂
食
嚥
下
の
理
解
と
口
腔
機

能
低
下
症
の
考
え
方
、
診
断

機
器
等
を
説
明
し
た
。
リ
ハ

症
化
予
防
に
資
す
る
継
続

管
理
に
関
す
る
研
修
（
口

腔
機
能
の
管
理
を
含
む
）」

「
高
齢
者
の
心
身
の
特
性

お
よ
び
緊
急
時
対
応
」
を

中
心
に
話
さ
れ
た
。

　

足
立
氏
は
、
老
化
の
４

つ
の
側
面
、
老
化
指
標
に

影
響
す
る
６
つ
の
要
因
、

認
知
症
の
特
徴
を
解
説
。

平
氏
。

　

研
修
会
で
は
、
施
設
基
準

に
必
要
な
「
高
齢
者
の
心
身

の
特
性
（
認
知
症
に
関
す
る

内
容
を
含
む
）」「
高
齢
者
の

口
腔
機
能
管
理
」「
緊
急
時

の
対
応
」、「
歯
科
疾
患
の
重

　

協
会
は
、「
歯
援
診
」
お

よ
び
「
か
強
診
」
の
一
部
施

設
基
準
に
係
る
研
修
会
を
９

月
15
日
に
開
催
し
、
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
神

戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口

腔
保
健
学
科
教
授
の
足
立
了

歯
援
診
・
か
強
診（
一
部
）に
200
人

届
出
に
必
要
な
修
了
証
発
行

市
民
講
座

小
澤
力
理
事
長
が
参
加
呼
び
か
け

今号に１冊同封サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
８

（下）

予
防
歯
科
政
策
の
課
題

施設基準研修会

「保険でよい歯科医療を大阪連絡会」 今号にチラシを同封

「いつも歯と歯が触れていませんか」
―100歳まで自分の歯を使うためには―

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て

は
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
食
育

の
大
切
さ
に
も
触
れ
た
。

　

研
修
会
終
了
者
に
は
、

「
歯
援
診
」「
か
強
診
」
の

一
部
施
設
基
準
届
出
に
必
要

な
修
了
証
を
発
行
し
た
。

 

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

McKinlay JB. A case for refocusing upstream ― the political 
economy of illness. Processing of the American Heart 
Association. Conference on applying behavioural sciences to 
cardiovascular risk; 1974.p.7-17.

人
を
病
に
陥
れ
る
社
会
的
要
因
を
排
除
す
る

制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る　
　
　
　
　
　
　

200人が参加した施設基準講習会
の様子＝９月15日、Ｍ＆Ｄホール

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
助
教　
　

安
達
奈
穂
子

医科・歯科９条の会市民講座

「クローズアップ憲法」
なぜ今国民投票が必要なのか？

講師　植松健一氏（立命館大学教授・憲法学者）
映画同時上映
コスタリカの奇跡 ―平和国家のつくり方―

10月21日（日）Ｍ＆Ｄホール
【当日スケジュール】
開　　場　13：00
映画上映　13：30～14：30
講 演 会　14：45～16：30

参加費
無　料

市
民
講
座
の
新
し
い

市
民
講
座
の
新
し
い

冊
子
が
出
来
ま
し
た

冊
子
が
出
来
ま
し
た


